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平成27年度第２回津市地域公共交通活性化協議会の会議結果報告 

 

１ 会議名 平成27年度第２回津市地域公共交通活性化協議会 

２ 会議日時 平成27年８月19日（水） 

午前10時00分から午後12時00分まで 

３ 開催場所 津リージョンプラザ第２会議室 

４ 出席した者の 

  氏名 

（津市地域公共交通活性化協議会委員） ※順不同 敬称略 

伊豆原浩二（会長）、松本尚士（副会長）、行岡明弘（副会長）、井

戸坂昇、越川経男、大西正晏、落合毅人、北村香織、竹田治、津

警察署１名（橘公雄委員代理）、豊田幸広、野田敏幸、福田由佳、

森田寛、山口貞信、山本剛澄 

（事務局） 

交通政策参事兼課長 藤井 政弘 

交通政策・海上アクセス担当主幹 岸江 一浩 

交通政策・海上アクセス担当 西出 智康、山下 翔 

５ 内容 １ 二俣地区・上佐田地区乗合タクシーの運行について 

２ 津市地域公共交通活性化協議会に係る歳入補正について 

３ 平成26年度津市コミュニティバス実績報告について 

４ 伊賀市コミュニティバス現地視察について 

５ その他 

 ・津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（骨子案）及び津

市まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子案）の意見聴取に

ついて 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 都市計画部交通政策課交通政策・海上アクセス担当 

電話番号 059－229－3289 

Ｅ－mail 229-3289＠city.tsu.lg.jp 



 

- 2 - 

 

【平成27年度第２回協議会の議事内容】 

 

＜事 務 局＞ 本日は、お忙しいところ御出席をいただき、誠にありがとうございます。

それでは、定刻となりましたので、ただいまから、平成27年度第２回津市

地域公共交通活性化協議会を開会させていただきます。 

なお、本日は事項１に関し、白山の二俣地区、上佐田地区から関係者の

方にお越しいただいています。 

議事進行につきましては、伊豆原会長にお願いしたいと思います。それ

では、会長、よろしくお願いします。 

 

＜伊豆原会長＞ 皆さま、おはようございます。前回までに公共交通網の形成計画を策定

させていただいて、今年からその実行をどうするか。実は計画は実行して

身のあるものになるわけでございまして、計画を立てるだけでは意味があ

りませんので、是非これから実行する上で皆さんのお知恵を拝借して、い

い形で進めていきたいなと思っております。特に今日は二俣地区と上佐田

地区の皆さんに来ていただいていますが、こういった会議に地域の皆さん

が参加していただくということを私がお願いしたのですが、大変いい話を

これからやっていく上ではこういう地域の皆さんが一緒になってここで議

論していただくとか、知恵を出していただくということはすごく大切なこ

とだと思うのです。是非、地区の特性などをお聞きしながら、津は大変広

いですので地域によって実情も違うと思いますけど、そういったところで

いかにいい策を実行していくかということだと思いますので、再三お願い

しますけど、是非いいお知恵を拝借したいと思います。よろしくお願いい

たします。それでは座って進めさせていただきます。それでは事務局の方

で出席状況の確認をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ 出席状況の確認の前に、皆さまに三重交通株式会社の方で人事異動がご

ざいましたので、委員の方の御紹介をさせていただきたいと思います。三

重交通株式会社中勢営業所長の山本剛澄様でございます。 

 

＜山本委員＞  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ 前任の中林さんに代わっての御就任となりますのでよろしくお願いい
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たします。 

それでは出席状況の確認をさせていただきます。本日は公募委員の中津

委員と、津市社会福祉協議会の西川委員が所用のため欠席ということで、

御連絡をいただいております。また、今現在でございますが、お二人の委

員さんが遅れてみえるということになっております。そういったことで、

現在の出席数は役員総数20名のうち 16名の出席をいただいておりますの

で御報告させていただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。出席状況を御報告いただきました。お二人が

遅くなるというお話を伺っておりますが、規約第８条第２号の規定によっ

て成立条件を満たしているということでございますので御報告させていた

だきます。それではお手元の事項書にしたがって議事を進めていきたいと

思いますが、今日は、５その他のところで津市まち・ひと・しごと創生人

口ビジョン及び津市まち・ひと・しごと創生総合戦略と、大変大きな形に

なっておりますので、なるべく進めたいと思いますが、意見の方はどんど

ん出していただいて結構ですので、よろしくお願いいたします。それでは

１番目の二俣地区・上佐田地区乗合タクシーの運行についてということで

事務局から説明をお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ 事項１ 二俣地区・上佐田地区乗合タクシーの運行について 御説明申

し上げます。 

前回の協議会において、報告させていただきました白山地域の二俣地区、

上佐田地区の２つの地区の地域住民運営主体型コミュニティ交通事業につ

いて、地域内での協議が完了できましたので、御報告させていただきたい

と思います。 

少しおさらいをさせていただきたいと思います。 

資料１－１をご覧ください。 

二俣地区、上佐田地区の位置関係は白山地域において、資料のような位

置関係にあり、上佐田地区については、佐田という地区の、資料で見ると

上部、北の位置にあります。 

両地区とも、40 から 50 世帯で、人口が 110 人規模の自治会となってお

ります。 

本日は、両自治会の関係者の方にお越しいただいておりますので、それ
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ぞれの地域住民運営主体型コミュニティ交通事業に対する思いを伝えてい

ただきたいと思います。 

伊豆原会長、二俣地区、上佐田地区の順に発表の時間をいただきたいと

思いますがよろしいでしょうか。 

 

＜伊豆原会長＞ はい。どうぞお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ それでは、二俣地区で検討をいただいた二俣地区乗合タクシーにつきま

して、二俣地区自治会、山本区長、よろしくお願いいたします。 

 

＜山本区長＞  皆さん、おはようございます。私、今紹介していただきました、白山町

の二俣という地区の区長をさせていただいています山本と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。この二俣地区というのは、お手元に地図が

ありますが、津市合併が平成18年だったと思いますが、それまでは旧の一

志郡白山町といいまして、西は美杉村です。かなりの山間部でして、世間

でもよく言われていますが、山間部ですので、猪、鹿、猿の被害も大変な

もので危惧しておるわけですが、今、二俣は現在41戸ございます。住民の

方は105名ほどですが、その半分の20軒ほどが70歳以上の世帯でござい

ます。近くの役場の出張所は家城というところにあるのですが、そこまで

だいたい約３キロ。県立一志病院まで約３キロ。買い物するのに、スーパ

ーはマックスバリュがございますが、そこまでは６キロほどございます。

白山町内をコミュニティバスが巡回しておるのですが、今までも行政の方

に二俣地区の方にも回してくださいということで再三要望しておったので

すが、二俣地内の道が狭い、あと時間的にもなかなかそれは難しい話だと

いうことを行政の方からも言われていまして、なんとか交通弱者といいま

すか、買い物弱者といいますか、主に買い物がメインだと思いますが、そ

ういう困っている方が10人近くみえますので、そういう方のためにできた

らなんとかならないかということを行政の方と再三相談して、津新町の近

くに乗合タクシーの話がありますよということでお話いただきまして、一

回行政の力をお借りして進めていこうじゃないかということで地元の住民

の方とも相談しまして、そういうふうに話は進んでいる状況でございます。

なんとかうまくいくようにお願いしたいという次第でございます。どうか

よろしくお願いします。 
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＜事 務 局＞ ありがとうございました。 

続いて、上佐田地区で御検討をいただいております、上佐田地区乗合タ

クシーにつきまして、上佐田地区自治会、薮内区長、よろしくお願いいた

します。 

 

＜薮内区長＞  おはようございます。上佐田自治会長の薮内と申します。私どもも先ほ

どの二俣さんと同じで、白山の佐田は、榊原温泉口という特急も停まる駅

があり、猪ノ倉温泉もそばにあるんですが、同じ佐田でも上佐田だけはだ

いぶ山の方に入りまして、駅まで歩いていくのに30分くらいかかりますし、

マックスバリュへも４キロほどありますし、病院行くのにも一志病院なん

かはもっとございますし、それから役場関係でも歩いていったら40分はか

かるようなところでございますので、そして、これから年齢もお年寄りの

方が増えてきまして、難儀していまして、私もコミュニティバスがなんと

かして上がってもらえないだろうかと再三お願いに行ったのですが、同じ

ようなことでなかなか難しいですので、私自身も年齢がいってきますと車

にも乗れなくなりますので、上佐田地区に若い人があまりいなくて、ほと

んど 60 か 70％がお年寄りばかりですので、上佐田地区だけじゃなく全国

的にも田舎の方はそうなってきてるのですが、昨年来から行政の方にお願

いしまして現在のようなお話を進めていただいています。今日は上佐田地

区の実情をお話してくださいということであがらしていただいたのですが、

できましたら皆さま方のお力でなんとかしていただきたいと思っておりま

すので、どうかよろしくお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ ありがとうございました。 

それでは運行計画についてですが、前回の協議会で報告させていただい

た内容とほぼ同じとなっております。 

資料１－２の１ページを御覧ください。 

二俣地区では地区内に４カ所の停留所の設置を行い、一志病院、ＪＲ家

城駅、マックスバリュ（川口店）に行くことのできる路線としております。 

地区内の停留所については、２ページに地域詳細図をつけております。 

時刻につきましては、３ページにありますよう、地区を毎週火曜日、８

時、10時に発車する便、12時 10分にマックスバリュ（川口店）を発車す
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る帰宅便の設定を行っております。 

途中、一志病院においてコミュニティバスと、家城駅におきましてＪＲ

名松線との乗継設定を行っており、より遠方への行き来を可能としており

ます。 

具体的な利用方法については、４ページ目のご利用ガイドを御覧くださ

い。 

まず、利用登録を行い、会員証の発行を受けます。 

その後、利用者の方は、予約電話番号先に連絡をして、利用の内容を伝

えます。やり取りに関しては、５ページ目のような形となります。 

運賃は距離に関わらず一乗車300円、ただし、小学生150円、小学生未

満は無料を降車時にお支払いいただきます。 

続いて、上佐田地区に移らせていただきます。 

資料１－３の１ページ目を御覧ください。 

すみません、ここで修正がありまして、地図中に「上佐田集会」となっ

ていますが、時刻表と同じ「上佐田公民館」の誤りです。大変申し訳ござ

いません。 

上佐田地区では地区内に１カ所の停留所の設置を行い、榊原温泉口駅、

倭出張所、マックスバリュ（白山店）に行くことのできる路線としており

ます。 

地区内の停留所については、地域の中心的な施設である上佐田公民館と

しています。 

時刻につきましては、地区を毎週火曜日、８時、９時20分に発車する便、

10 時 30 分にマックスバリュ（白山店）を発車する帰宅便の設定を行って

おります。 

途中、榊原温泉口駅において白山地域のコミュニティバスと、近鉄電車

との乗継設定を行っており、より遠方への行き来を可能としております。 

具体的な利用方法については、２ページ目のご利用ガイドを御覧くださ

い。 

基本的には先ほど説明をさせていただきました二俣地区乗合タクシーと

同様の利用方法となります。 

異なる点としては、運賃は距離に関わらず一乗車300円で、小学生以下

の設定はございません。 

二俣地区乗合タクシー・上佐田地区乗合タクシーの運送事業者について
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ですが、少し経緯を含めて説明をさせていただきたいと思います。 

白山地域においては、市町村合併後、地域内に事業所を構えるタクシー

事業者が数者ありましたが、平成26年度に入り、それら事業者が廃業され、

一時はタクシーが常駐しない地域になることも懸念されておりました。 

しかし、三重近鉄タクシーが、榊原温泉口駅を中心としたタクシー事業

の継続を行っていただくこととなり、タクシーサービスの供給ができなく

なるという事態は避けられました。 

この度の地域住民運営主体型コミュニティ交通については、従来から津

地域で行っております高松山団地乗合ワゴンと同様に、利用者からの電話

予約により、基本となる路線上の定まった場所で乗降を行う運行を行いま

すことから、道路運送法に基づく乗合許可と区域運行許可などが必要とな

ってまいります。 

これら所要の許可のうち乗合許可につきましては、許可を通常得るため

には、事業者として、通常のタクシーの許可である一般乗用旅客自動車運

送事業よりも制約が多いもので、許可を保有している事業者は少数となっ

ております。 

こういったことから、三重近鉄タクシーは事業者として既に、乗合許可

を持ち合わせており、さらに現に白山地域において事業を常体として行っ

ており、事業者として適しているものです。 

なお、御提案いただいた運行経費につきましても、タクシー事業に基づ

いた設定であり、妥当性を欠いたものでないため、今回の実証運行の事業

者を三重近鉄タクシー様としたいと思います。 

最後になりましたが、二俣地区乗合タクシー・上佐田地区乗合タクシー

ともに本年12月１日からの運行を予定しております。 

運行に当たっては、最初の３カ月間を実証運行期間と位置付け、津市地

域公共交通活性化協議会において、運行費用から運賃収入を差し引いた赤

字分について、負担を行いたいと思います。 

なお、３カ月経過後の３月からは、赤字分に対する津市の補助が予定さ

れています。以上で説明を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。ただいま二俣地区、上佐田地区の乗合タクシ

ーの運行について地元の会長さんからもお話をいただき、御説明いただき

ました。これについて皆さんから意見をいただきたいのですが、これは協
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議事項ですので、運行する場合には運輸局へ届出を必要としますので、最

後には皆さんに同意をいただきたいのですが、何か御質問、御意見はござ

いませんか。 

 

＜井戸坂委員＞ 買い物を想定されてるかと思いますが、普段の買い物は移動販売車か何

かが来ていたのかという質問と、二俣地区はコミュニティバス乗り換えと

いう想定をされているのですが、当然、始乗時 300 円払って、コミュニテ

ィバスに乗り換えたら通常のコミュニティバスの料金も払うということ、

割引など想定されていないのかという二点です。 

 

＜事 務 局＞ まず一点目の買い物につきましてですが、移動販売車もたまには来てい

たこともあるようなのですが、ただ、どちらかというと地域の住民の方が

乗り合わせたりして共助の部分、地域の皆さまが力を合わせて乗り合わせ

ていただいていたのですが、その地域の皆さんもさきほどの御説明のとお

り御高齢になってきまして、自分で運転するのが怖い、当然、人様を乗せ

るのも怖いということで、外出が難しくなってきたということ、買い物に

ついては共助的に住民の方の運転でしていただいていたところが難しくな

ってきたということが大きな点です。もう一点、割引については今のとこ

ろ考えておりません。基本的には乗り継いで遠方に行っていただくときは

それぞれの運賃をいただくということです。 

 

＜竹田委員＞  これは住民の皆さん方が御苦労されて練り上げてこういう成案を得た

というのは非常に喜ばしいなと思います。ただ一点だけ気になるのですが、

料金の面なんですが、300 円、往復 600 円。高松山の問題もそういう料金

面もやっぱり影響しているということもありますし、ここの場合は津市の

コミュニティ交通との関わりが深い地域ですので、市長選挙で現市長が公

約されたコミュニティバス無料化の問題とも兼ね合って、片方は、津市の

コミュニティバスは現行で 200 円、将来的には無料になる可能性が強いわ

けですよね。そこで同じ津市民でありながら地域によって往復 600 円負担

しなければならない地域と、幸い地域によってコミュニティバスが走って

いる地域は無料で利用できるというような点についてどういうふうに整合

性をはかっていくのかというのが、この協議会での議論になじむかどうか

というのはよく分からないのですが、若干その点が気になるところです。
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同じコミュニティ交通の立場から見れば、当然今の割引料金もそういう点

を考慮すれば、やっぱりこの地域についてはコミュニティ交通については

割引乗車を即刻検討すべきだと思います。そうでないと、ただ単なる津市

民でありながら住んでいる地域によって格差がそのまま継続されるという

のはちょっと問題があるのではないかと思います。これは検討課題で結構

ですが、是非そういう点は是非検討していただいて、この地域の熱意に応

えていくというような立場で是非、御検討いただければと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 事務局、何かありますか。 

 

＜事 務 局＞ コミュニティバスの無料化については市長公約の方、確かに出ておりま

す。ただ、具体的なことにつきましてはこちらの方で御報告できるような

内容になっておりませんので、その御意見をいただいた中で津市として検

討させていただきたいと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 具体的にそういう状況に至っていないということで、もしそういうこと

になれば当然無料化の検討はここで議論していただくことになると思いま

す。ただ、今竹田さんがおっしゃったのは１乗車 300 円で出て行って、ま

たコミュニティバスで 200 円のお金を払うという、負担というところをど

う見るかということを我々は考えないといけない。全体として私たちが市

民の皆さんが移動することにどれだけの負担をお願いしていくか。これで

すと300円プラス200円で 500円ということになりますよね。ということ

になってくると果たして公平性というのが担保できるかというあたりを竹

田さんから問題提起されたのだと思うのです。それではもうひとつ、三重

交通さんみえますが、では三重交通はどうするのか。料金が一律ではない。

いわゆる対距離料金になっている。そういうことも含めて、形成計画は作

れたけど、この先、今竹田さんが問題提起された点をどう上手くしていく

かというあたりは私たちこのメンバーに課せられた課題です。是非また議

論をしたいと思いますのでよろしくお願いします。やはり公平性の担保と

いうのはすごく大切な話だと思うので、それをどこまで皆さん個人に負担

をお願いするかというあたりをまた議論したいと思いますが、とりあえず

は今 300 円でお願いしているというか、300 円は私どもからすると金額的

に高いのではないかという感じです。今竹田さんからのお話では高いので
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はないかということでしたが、地元の皆さんはこれでよろしいということ

ですか。 

 

＜両自治会長＞ はい。 

 

＜伊豆原会長＞ 分かりました。問題提起は大切なことだと思います。これから竹田さん

の話も含めて議論しなければいけないですね。 

 

＜野田委員 ＞ 今の御説明になかったので確認したいのですが、乗合タクシー事業につ

いては実施主体はどちらになるのか確認させていただきたいのですが。 

 

＜事 務 局＞ それぞれの自治会さんの方になります。運行事業者から委託という形で

運行事業者である三重近鉄さんとしていただく形になります。ただし実証

運行期間につきましては当協議会というふうにさせていただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ ３ヶ月間はこの協議会が実施主体ということですね。３月１日からは各

自治体でということになると、ちょっと気になるのですが、三重近鉄さん

との契約は２回することになるのですか。 

 

＜事 務 局＞ ２回を考えております。 

 

＜伊豆原会長＞ 協議会で契約しておいて１日からは自治会さんと契約していただくと

いうことですね。 

 

＜事 務 局＞ 実証期間中、何も問題がなければ同じような契約をさせていただくこと

になると思います。ただし、何か問題等があればそこを修正していただく

形、もしくは最悪中止という形になりますが、そういう形で進めさせてい

ただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ もし御意見がなければ、私ちょっと気になっているのですが、これ地元

の皆さんから立案していただいたわけですから、私たちがとやかく言うこ

とは少ないと思いますが、少なくとも１週間に１回なんですよね。サービ

ス上でいくと御利用になる方が大変御不便になるのではないかと思うので
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す。選択の余地がない、火曜日しかないということですので。実証期間中

に是非地元の皆さんと何度でもお話いただいて、費用の話ももちろんあり

ますけど、１週間に１回１便だけとかで本当によろしいかどうか。やはり

そこは地元の皆さんでお考えいただいて、やはりもう少し欲しいなという

ようなことが起きるのではないかという気もしますので、実証期間中に自

治会の方で議論していただいて、または事務局とも議論していただいて、

さてどこまでやれるか、どこまでがいいかというあたり、完全に皆さんの

御要望にお答えできるかということは心配なんですが、どこらへんまでを

サービスとして必要なのかということを是非地元の方でまたお考えくださ

い。これしか動けないよという話ではないと思いますので、そこらへんを

含めて議論していただければ大変ありがたいと思います。事務局の方もよ

ろしいですかね。是非、実証期間中、これでは使いにくいというようなと

ころも、もちろん近鉄タクシーさんにもお願いしていかないといけないこ

とが結構あるかと思います。大変いいお話ですので、是非いい仕組みにし

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。もし御意見、御質問がな

ければこういう形で進めていただいて、当然、実証期間なり、事あるごと

にこの協議会で御報告いただくということで進めさせていただいてよろし

いでしょうか。異議がないということですので、全員の御同意をいただい

たということで進めさせていただきます。是非、地元の方で御議論なり御

利用の状況でここは直したほうがいいとか、ここは使いにくいな、こうい

う使い勝手がいいなという議論をしていただいてまた御報告いただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。今日

はわざわざ来ていただいて大変申し訳なかったです。皆さんから御同意い

ただきましたので、12月１日から協議会で実行させていただいて進めさせ

ていただきますのでよろしくお願いいたします。是非地元の方でもよろし

くお願いします。御退席は結構でございます。ありがとうございました。

それでは事項の二つ目。津市地域公共交通活性化協議会に係る歳入補正に

ついてということで事務局から御説明お願いします。 

 

＜事 務 局＞ 「事項２ 津市地域公共交通活性化協議会に係る歳入補正について」、御

説明申し上げます。資料２を御覧ください。 

平成27年７月６日付けで中部運輸局に申請いたしました、平成27年度

地域公共交通確保維持改善事業補助金の交付決定がなされましたので、本



 

- 12 - 

 

協議会の予算で、歳入補正として対応するものです。 

この補助金は、本市で、平成27年３月31日に策定いたしました、地域

公共交通網形成計画の計画推進事業の補助金で、具体的には、見える化の

推進事業及び総合時刻表の作成事業費として申請し、交付決定がなされま

した。 

 見える化とは、インターネット等を通じた、公共交通の路線検索サイト

において、路線や時刻の検索を可能にすることを指します。 

コミュニティバスの時刻等をインターネットの路線検索サイト等に表

示できるようにし、市内の利用者のみならず、市外からの利用者も、コミ

ュニティバスの時刻等を調べやすく、使いやすいものにすることで、利用

者拡大を目指すものです。 

 また、総合時刻表とは、事業者・交通モードの枠を超えた全体を俯瞰で

きる総合的な時刻表のことを指します。 

現在、津市では事業者ごとの時刻表はあるものの、総合的な公共交通の

情報を俯瞰できる時刻表がないため、区域内の様々な公共交通の相互利用

が可能な時刻表を作成して利便性の向上を目指します。 

補助額は、「見える化」推進事業及び総合時刻表の作成事業費、200万9,980

円の半額、100万4,940円となります。 

  続いて歳出になります。参考資料として添付しました【資料２参考】と

比較して御覧ください。 

歳入の100万4,940円の増加に伴い、歳出の委託料も100万4,940円の

増として補正したいと思います。 

「見える化」推進事業及び総合時刻表作成業務が、200万9,880円となり

ますので、補助金相当額以外の100万 4,940円に関しましては、当初予算

の、利用促進活動費150万円のうち、100万4,940円を、「見える化」推進

事業及び総合時刻表作成業務に充て、補正後の利用促進活動費を 49 万

5,060円として対応したいと思います。 

以上で、事項２の説明を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。交付決定ということで補正をさせていただき

たいという御報告ですが、これについていかがでしょうか。 

 

＜竹田委員＞  問題ないとは思うのですが、この予算案の書式ですが、これは何か特別
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に協議会用に作られた書式なんですか。たとえば補正額が本当は実際は２

の補助金だけなんですね。ほかは０。補正はされていなわけでしょ。 

 

＜事 務 局＞ 資料２の部分ですよね。 

 

＜竹田委員＞  補正後ならまだ分かるのですが、補正というと、普通は当初と補正を足

してという、補正されていないのに金額が出ているので、どこかで津市の

予算書を参考にして作るとかされた方が。こういうバス協議会の書式が全

国的にあるのなら仕方ないですが、津市で選択できるのなら見やすいよう

にしてもらった方がいいのではないでしょうか。 

 

＜事 務 局＞ 決まった様式ということではないと思いますので、ただ、この表現が、

作成したときに私どもとしては補正後という意味合いで作ったのですが、

少し分かりにくい部分がありますので、その部分工夫させていただきたい

と思います。 

 

＜伊豆原会長＞ お願いします。他にいかがでしょうか。一応半額補助ということで国か

ら交付決定をいただいたということですね。よろしいでしょうか。それで

は異議なしということで補正予算については御承認いただいたということ

で進めさせていただきます。それでは三つ目に移りたいと思います。平成

26年度津市コミュニティバス実績報告についてということで事務局から説

明お願いします。 

 

＜事 務 局＞ それでは、「事項３ 平成26年度津市コミュニティバス運行実績につい

て」、御説明申し上げます。 

【資料３－１】を御覧ください。また、平成23年以降の各ルートの乗降者

数をグラフ化したものが【資料３－２】になりますので、合わせて御覧く

ださい。 

まず、最初に、【資料３－１】、一番下の行になります、津市コミュニテ

ィバス合計を御覧ください。 

津市全体としては、前年度の平成 25 年度の乗降者数が８万 3,108 人に

対し、平成26年度の乗降者数は８万8,655人となり、率で言うと、前年度

比106.7％となりました。 
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地域単位では、久居地域、美里地域、一志地域、白山地域が増加し、美杉

地域が横ばい、河芸地域、芸濃地域、安濃地域が減少した結果となりまし

た。特に、一志地域、白山地域の増加幅は大きく、逆に、河芸地域、安濃

地域の減少幅が大きくなっています。 

次に、各地域の乗降者数の増減の要因について、運転手等への聞き取りの

結果も参考に、御説明させていただきたいと思います。 

まず、久居地域は、平成25年度と比べ地域全体で396人の増加、対前年

比 109.6％の増となりました。主な要因としては、久居総合支所の移転に

伴い、ポルタひさいまで、全ルートが延伸され、利便性が向上したことが

挙げられます。 

次に河芸地域は、平成25年度と比べ地域全体で582人の減少、対前年比

87.8％となりました。特に河芸循環北ルートの減少が顕著になっています。

主な減少要因は、千里ヶ丘郵便局、千里ヶ丘西、三行公民館等、河芸地域

の北部～北西部の利用者が激減していることから、地域の高齢化に伴い、

常連客が施設入所したことが、利用者減少につながっていると考えられま

す。 

芸濃地域は、地域全体で425人の減少、対前年比93.6％です。減少の大

きかった、安西ルート、雲林院ルートでは、常連客が減少したことが、運

転手の聞き取りにより分かっています。 

 美里地域は、地域全体で696人の増加、対前年比106.7％となりました。

長野・高宮ルートの減少要因は、小学校等、公共施設への通学や施設利用

者数の減少によるもので、増加した辰水ルートは、逆に小学校等、公共施

設への通学や施設利用者数の増加によるものと考えられます。 

 安濃地域は、地域全体で639人の減少、対前年比77.3％の大幅な減少と

なりました。安濃地域では、常連客が施設入所や死亡等によって減少し、

それが年間の大幅減につながったこと、新規の利用者がほとんどいないこ

とが、全体での減少の要因と考えられます。 

 一志地域は、地域全体で、1,060人の増加、対前年比124.2％の大幅増と

なりました。特に、高岡ルートの利用者が大幅に増加しており、大仰(おお

のき)、石橋、其倉の地域の利用者の大幅な増加がこれにつながっています。

これらの地域では、利用者間での情報交換などで利用者が拡大しているよ

うです。また、高岡ルートでは、障がいをお持ちの方の利用も増えてきて

いることが、運転手の話から伺えました。 



 

- 15 - 

 

 白山地域は、地域全体で 4,885 人の増加、対前年比 116.4％となりまし

た。白山地域では、３ルートとも増加しています。高校生の利用が増加し

ていることが、増加の要因に挙げられます。 

 美杉地域は、地域全体で 156 人の増加、対前年比 100.8％で、ほぼ横ば

いとなりました。運転手への聞き取りによれば、新規の利用者は少なく、

目立った利用者の変化はないとのことです。 

運転手等へのヒアリングを通じ、どの地域においても共通して、利用者

の減少の主な要因は、常連客が入院、施設入所、死亡等で、バスに乗れな

くなってしまうことであると言えます。逆に、一志地域のように、新規の

利用者をうまく獲得できた地域は、大きな利用者増につながっています。 

今後、新規の利用者の獲得に重点を置いて利用促進に取り組むとともに、

現在も利用していただいている方の利便性もより上がるよう、取り組んで

行きたいと思います。 

以上で、事項３の御説明を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。ただいまの実績報告について何か御意見はご

ざいますか。 

 

＜野田委員＞  今の御説明の中で利用者が増加した一志地域と白山地域ですが、運転手

さんから聞き取りということですが、特に一志地域が大幅な利用者増とい

うことなんですが、ここをもう少し地域に入っていただくなりしていただ

いて、どういう要因で増えたのかをもう少し丁寧に見ていただいて、他の

地域に活かせしていってもらいたいなと。白山地域は高校生の利用者が増

加した聞き取りを行っていただいたと思うのですが、いきなり高校生が増

えるということは考えにくいのですが、そのへんの要因をより丁寧に分析

いただければと。 

 

＜事 務 局＞ 推測で大変申し訳ないのですが白山地域の高校生利用ということに関

しては、白山高校はＪＲ家城駅もございますが、近鉄榊原温泉口駅という

ところ、二つの駅からの利用ということが多くございまして、そのどちら

の駅を使われるかということが結構大きな要因となっております。それで、

榊原温泉口から利用される方については多くの方がコミュニティバスを使

われているということだと思います。その中で、通学生、在住されている
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地域によりますが、近鉄を御利用されている方が構成的に多かった場合、

そういう形で多くなったのではないかと捉えています。新学期になった、

26年度に変わったときにそういう要因で学校全体の構成が変わったのでは

ないかなと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 他にありませんか。私からですが、コミバスだけがこういう傾向なのか、

三重交通さんの路線はどうなっているのかというのは情報が全然ないので

すが、路線ごとに地域割りできないと思いますが、全体として、または津

の北部だとか西部だとか、地域によって傾向はどうなのですかね。コミバ

スは 106％、もちろん、河芸、芸濃は若干減っているようなところがみえ

ます。しかし逆に言うと白山、一志はかなりの増加が見られます。三重交

通さんの路線はどうなっているのかというのは、形成計画ではコミュニテ

ィバスだけではないので、これからネットワークを考えていく限りは三重

交通さんの路線も考えないといけないわけです。そのあたりどうですか。

データがあるわけではないので、感覚的で結構ですが、いかがですか。 

 

＜山本委員＞  やはり増加傾向ではないと思います。マイナス傾向というか、全体的な

利用者というのは三重交通の路線としてもやはり減ってきているというか。 

 

＜伊豆原会長＞ 津の地域でですか。 

 

＜山本委員＞  そうですね。全体的なところもありますけども。 

 

＜伊豆原会長＞ コミバスが増えて三重交通さんが減っているとするなら考えないとい

けないわけです。こういった会議でどこまでデータを捉えるかという問題

もあると思いますが、コミバスだけが増えているということにはなりえな

いだろうと思うのですよ。逆に言うとコミバスだけが減っている。ここだ

と、前年比７割切っているようなところが結構あるわけですが、だとする

と三重交通さんの路線も本当に減ってくるのであれば、そこの部分は何か

手を打たないとまずいわけですよね。逆に言えば、それが本当に地域にと

って自然減でいいとおっしゃるか分かりませんけど。あまりにも増加と減

少の差がありすぎる。これはなんだろうということですよね。コミバスだ

けの話で議論していたって仕方がない話だろうと思うのですよね。どこま
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で資料が出せるか、もちろん限界があって、三重交通さんですと路線ごと

に出せないとすると、多分コミバスで言う地域ごとに物事が完結できない

でしょうから、整理はできないでしょうから、それはそれで限界があるわ

けです。ここで議論するのはコミバスだけの話ではないのです。だからそ

のへんも事務局はちゃんと考えて、全体としてどうなっているか、北部に

どういう路線がどこまであってというのは、市を越えていく路線も三重交

通さんはお持ちでしょうし、いろんな路線がありますから。少なくともそ

ういう傾向なりをつかんでいかないと。そこらへんは是非お願いします。

それから、竹田さん来ていただいていますが、ぐるっと・つーバスもどう

なってるのかなと委員の方は気にはされているけど、ここで意見は出ない

かもしれません。やっぱり津全体として、または津地域の中でどういう構

造になっているのか。さきほどおっしゃった、常連客が亡くなったから減

少しているという話だとすると、今お使いになっているお年寄りの方がど

んどん亡くなって自然減みたいな形になっていったらどんどん利用者が減

っていくという話なのか。その地域では車しか動けないという話なのか。

地域の老人クラブがどういう形になっているのか。常連客が減るというの

であれば、そこの地域の老人クラブなりシニアクラブなりいろんな組織が

あるでしょうけど、そこへ話をかけていってあげるとという手だってある

と思いますね。いちばん運転手さんがよく分かってみえると思いますけど。

少しメスを入れる所をどこかで整理したいと思いますね。今の三重交通さ

んの状況も含めて。そうしていかないと、形成計画を作るうえで見えなく

なってしまう気がしますね。さきほど野田さんからもお話があった、高校

生がうまくいったという例があるという話。私がお手伝いしているところ

は、三重交通さんは耳が痛いかもしれないけど、事業者が高校にアンケー

トやっているところもいっぱいあるのですね。静岡県では支局で高校生向

けのパンフレットを作って、こういう路線があるよということをＰＲして

いるということもあるのですね。本当に高校生の皆さんが高校を選択する

ときに交通の仕組みは大きな要素なので、高校生に言えば、多分保護者の

皆さんにも連絡が行くだろうと。保護者の皆さんからすれば高校生の交通

費は自腹です。会社が払ってくれるわけではありませんから。そういうこ

とを考えていくと高校生が白山で増えたという話であるならば、なぜうま

くいったのかということをメス入れていくとか、いろんなことやらないと

いけない。実績については報告で結構ですが、もう少し次のステップへ進
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むための手立てみたいなことも是非議論していただきたいと思いますので、

そういった議論に耐えうるような資料を作っていただけると大変ありがた

いです。お願いします。他に何かございませんか。 

 

＜越川委員＞  今、ちょうどたまたま会長からお話が出ましたので、私は以前にお話し

ましたとおり80歳から車をやめました。今86歳です。したがってこの５

年間、三重交通さんのバスと近鉄とぐるっと・つーバス、これはかなり利

用させてもらってます。感ずるところは２、３あるのですけど、非常に局

部的ですのでここでお話していいのか迷っておりますが、実は私は三重交

通の城山線を使う割合が多ございます。この城山線というのは以前15分間

隔くらいで走っておったと思いますが、今は１時間に２本。一部一方通行

の関係で行きと帰りが二つに分かれてますね。それがひとつ。あの路線は

昔の交通量と比べるとおそらく 10 分の１くらいになっているのではない

ですか。大型車は通行禁止ですし、かつてはあの細い路線を大型車が往復

していたんですね。バスが。そういう状況を考えると今４分間隔の一方通

行は、今日は警察の方は出てみえませんか。あれは一方通行を再検討して

もらわないといけませんね。 

 

＜事 務 局＞ 一方通行の話はちょっと別で。規制の話はなかなか難しい話で申し訳な

いです。バスの話で。 

 

＜越川委員＞  バスの方は南が丘経由がひとつ。ひとつは現在の路線を走るというふう

に分けていただけると非常にあの辺の人たちの利便がはかれると思います。

それをいっぺん三重交通さん検討してください。それから私は榊原線をよ

く利用します。これも局部的なことですけど、せっかくバスストップが南

が丘の近鉄の駅の下にありますけど、あそこにバス停がないんです。した

がって、南が丘の方々は町の中に出るのに城山線まで降りてくるか、ある

いは、榊原線に乗るんですが、非常にバス停が遠いんですね。だから近鉄

の南が丘駅の下へバス停を移動していただけたら駅の中を通って南が丘の

団地の方々が利用できると思います。これがひとつ。それから駅と運転免

許センターの停留所が非常に近いです。50メートルぐらいしか離れてませ

ん。これを一本化して、その代わりにひとつ南が丘の近鉄駅へ停留所を作

って欲しい。そうすればかなり南が丘団地の人たちの利用が増えると思い
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ます。駅が今通行できるようになっておりますので。駅の中を通って利用

する客が増えるのではないか。こんな細かいこと言っていいのかわかりま

せんけど、いっぺん御検討ください。 

 

＜山本委員＞  利用者の方の御意見の中で、ひとつの御要望の中で、いろんな意味合い

で関係の部署さんもありますので、バス停の設置とかいろいろそういうと

ころとの交渉もございますので、またその部分の路線の見直し、現状、三

重交通としても津市内及び全体的な利用者どうかという御質問もあったな

かで全体的なそういう意味では減少傾向ですので、やはり路線の見直しと

いうのは、毎年ダイヤ改正はしているのですが、そういう形でその年その

年の課題の中での見直しというのは進めておりますので、さきほどいただ

きました御意見も加味したうえで来年度に向けたダイヤ改正をやっていき

たいなと思っております。 

 

＜伊豆原会長＞ バス停の追加とかそういったものは、これは別に事業者さんの肩を持つ

わけではありませんが、車内の掲示とかも全部変えないといけない仕組み

になりますよね。ですから、バス停の追加、廃止の話は事業投資に当然絡

みますので、なかなか三重交通さんも需要が増えない状況においてはそう

いうところが辛いのが事実だと思うのですよ。ですから逆に言うと、コミ

バスと三重交通さんの路線をうまく組み合わせる仕組みをこれからどうや

って作っていくか。今お話があったように、三重交通さんの路線、カード

が使える使えないというのもあるでしょうし、料金表の表示のこともある

でしょうし、そういったところにどれくらい費用がかかってしまうのか、

どれくらいの需要が見込めればやれそうなのかとか、そういう議論をここ

でしないとだめですね。できます、できませんという話だけじゃなくて、

事務局はそういうところをちゃんと把握して、ここで議論するかどうかは

別にして。三重交通さんにとればルートを変える話だってなかなか難しい

わけですよね。コミュニティバスほど簡単にはならないわけですね。そう

するとコミュニティバスがうまくやれるのかという話も出てくるでしょう

しね。そこらへんはやっぱり事業費も含め、さきほどの竹田さんがおっし

ゃった料金の話も含めて私たちは議論しなきゃいけないわけですね。そこ

らへんも整理していかないといけない。だからさきほど利用者がどうだと

いう話は本当に辛い話なのですね。投資の話が絡みますから。それを含め
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て、私たちはもう一回整理し直さないといけない。バス停を同じ名前でず

らすというのなら、公安さんや地域の皆さんと議論しながら安全な場所が

あればなんとかずらすということは可能かもしれない。しかし、新たに追

加するとか、廃止するとかになってくると、さきほどの料金の話や仕組み

が全部変わりますから、そういったことも考慮しなければならない。いろ

んなことが関連します。是非議論したいです。 

 

＜竹田委員＞  今、三重交通の路線とコミュニティバスを双方見なきゃならないという

ことは非常に大事なことだと思います。そういう意味では今のコミュニテ

ィバスの性格とも関わって非常に難しいというのは三重交通との住み分け

を、コミュニティバスをどうしていくのかというのが難しい。現実的には

コミュニティバスは高齢者向けのバスになっているわけ。だから常連客が

施設入所したらとたんに利用者が減るとか、亡くなる方もみえますし。そ

れはぐるっと・つーバスの場合も同じなんですよ。ぐるっと・つーバスは

高齢者向けに特化したバスですから若い人はほとんど乗らない。つまり利

用のしようがないんですよ。病院行きがほとんどですから。若い人や通勤

にはほとんど利用されないということになるわけですね。したがって、コ

ミュニティバスはそうではないんですが、実質、路線や時間表を見ればそ

ういう人が利用しにくい路線になっておって時間帯もそういう時間帯にな

っておると。では、コミュニティバスを通勤客や全世代にわたるような利

用促進を、高校生もそうですけど、そういうことにすれば、三重交通との

路線がおそらく競合してくるのではないかと思いますね。そういう路線と

並行してしまうから。形成計画の中でそのへんの整合性をどうやってはか

っていくかというのは大事なことだと思いますけど、そういう意味では三

重交通はもっと積極的に申し訳ないけど情報を開示していただいて、そう

いう点はもっとここで議論できるようにしないと、コミバスだけやってい

てもこれは今の状況でしたら、増えているのは結構なことですが、おそら

く持続可能なものではないと思いますね。一時的なもの。高齢者だけを対

象にしていたらおそらく減っていくと思うし。なんとか維持していこうと

思ったら野田さんがおっしゃったように、情報交換。ぐるっと・つーバス

もそうなんですけどね。100 円で乗れるから便利だから、病院の玄関横付

けだからと利用者さん同士が誘ってくれる。それでなんとか新しい利用者

層を維持しているという現状でありまして、なかなか我々がホームページ
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でやってもそれをみてというのはない。やっぱり利用者さんの口コミは非

常に効果。しかしそれでも、ようやく下げ止まりということに今年はなっ

てますけどそういう状況なんです。したがって、全世帯向けのコミュニテ

ィバスにしていくのかどうか、あるいは今のままの高齢者とか子供たちの

ためのコミュニティバスにしていくのかというのは非常に大事な問題。今

後どのような形に持っていくのか。三重交通さんに情報提供をもうちょっ

と積極的に出していただいて。コミュニティバスは流行ってるけど、うち

はそのおかげで減っているとか、私のとこも増えてますというのなら一番

いいわけで、コミュニティバスだけが増えても肝心の三重交通が減ってい

ては具合が悪いですのでそのへんは是非、情報提供をしていただければと

思います。 

 

＜伊豆原会長＞ よろしくお願いいたします。みんなで良いことしようとしているのです

から、是非お願いしたいと思います。 

 

＜越川委員＞  ぐるっと・つーバスについて。竹田さん、あれは便利なバスですね。私

は車やめましたので、南が丘から電車で津新町まで出てきて、ジャスト発

のバスで市役所に来たり、リージョンに来たり、図書館に来たり、三重会

館まで出たり、ずいぶん使います。そこで、広報津ありますね。月２回出

てますね。あれにぐるっと・つーバスの路線図入れて宣伝するといいと思

いますよ。意外に御存知ない方、多いです。100円というのは魅力ですよ。 

 

＜北村委員＞  私も今回、福祉施設への自主巡回というのが業務でありまして、公共交

通機関を使っていろいろ行っているんですけど、ひとつ気づいたことがあ

って、津駅に案内所ありますよね。バスの乗り継ぎが分からなくなって。

やっぱり携帯で調べるにも限界があるんです。乗り継ぎとか本当にルート

がつながっているのか分からなくて。よし、ここで一気に私の今の疑問は

全部ぶつけようと思って案内所に行ったんですけど、まずコミュニティバ

スが使えるかどうか、行く場所は決まっているので、ここにコミュニティ

バスが通っていましたっけということも含めて聞きに行ったんですけど、

その担当の人だけなのかわからないのですが、まずコミュニティバスとい

う言葉に困惑していて、コミュニティバスって、えーっと、となって、城

山に行く場合は、私が行きたいところまで二つ時刻表に載っていて、どっ
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ちに乗ればいいのか、もしくはどっちに乗れば早く着くのかということを

聞いたのですが、それもえーっととなって、地図を広げるけどどこのバス

停か分からないとか、メインの時間帯だと思うんですけどそれも分からな

くて、結局私がその資料を使って自分でやることになったり、本当にバス

に関して案内所で分からなかったら他の人は多分、分からないですよね。

私は結構、公共交通をずっと乗り継いできているので、わりと乗り継ぎは

見れる方だと思うのですけど、それでもやっぱり込み入った地域になると

分からないのでそういった情報を、慣れない人がああいう態度されたら、

ああもうやっぱりあかん、タクシーに乗ろうとか、車で送ってもらおうと

か、その 1 回がなってしまうと思うので、路線図を常に持ち歩いているわ

けにはいかないので、せめて案内所ではコミュニティバスともつながれる

とか、ぐるっと・つーバスともつながれるとか、せめて要所要所でできる

のがあればというのと、あとコミュニティバスも、城山でバスに乗り遅れ

まして、1 時間待たないといけないんです。どうしよう 1 時間待つのは暑

いし辛い、歩こうか、歩いたけど道に迷った、どうしようとなって、城山

イオンにコミュニティバスがあるの知ってると思ってがんばって歩いたん

ですけど、調べながら行ったのですが、やっと城山イオンに着いたら、な

んと曜日が週二回で、私、活性化協議会の委員ですけど、うっかりその２

回というのを忘れていたというので、本当に辛くて辛くて、その情報もな

にかしらパソコンでも携帯でもどうやったらその情報にたどりつくのか。

近所のコンビニでも聞いたのですが、コンビニの店の人たちはバスについ

ての知識はゼロでした。乗らないので。何か情報の提供は必要だと感じま

した。 

 

＜事 務 局＞ さきほども２個目の補正予算の方でも御説明させていただいたように、

分かりやすさというのを今後進めていかなければならないということは、

北村委員さんの御発言もそうなんですけど、私ども重々考えております。

その中で一目瞭然にすることも一番なんですけど、インターネットで見え

る化ということで、検索すれば素人の方でも分かるように、まずひとつハ

ード的な意味合いで整備することもありますし、あと総合時刻表という形

で交通モードを越えた、コミュニティバスであったり三重交通さんであっ

たり、そういったものを網羅的に使えるようなことを目指して今後してい

きたいと思っております。 
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＜事 務 局＞ 補足ですが、三重交通のバス検索も少し前までは三重交通さんのホーム

ページの中に入らないと調べられなかったのですが、最近、ほとんどのス

マートフォンの検索サイトからつながるようになっていて、近鉄を乗り継

いで、三重交通さんのバスに乗り継いで、最寄りのバス停まで出て、とい

うところまで整備されておりますので、この後、私どもが三重交通さんの

バスからコミュニティバスに乗ってもっと近いところまでというところを

目指していますので、それが見える化でございますので補足説明させてい

ただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ 三重交通さん何かありますか。 

 

＜山本委員＞  やはり、実際利用してみないと分からないというところですね。先ほど

の御意見というところで。私ども、たとえばバス停の時刻表なり、新しい

路線や、パンフレットを作ってもどこに配っていいのかというのが、さき

ほど聞いていると、分からないと藁にもすがるというか近くのお店やさん

に聞くとか、そういうことがひとつ御意見としてありがたいかなと。たと

えばなにか私どもとして取り組みとしてチラシを作ったときに、定番で切

符売り場や駅とかになるのですが、さきほど北村委員の言うように、困っ

たのでコンビニで聞いてみたけどさっぱり分からなかったとか、それはた

またま通りにあるもんだから、たとえばもしかしたらよくバスが通ってる

から分かってみえるかなという、そういう意味合いで聞かれたのかなとい

うところだと思いますので、県外の方がとにかく三重県の人なら何でも知

ってるのかなということでいろんな事聞かれるのと同じことで、私どもと

しても、そういう意味合いでの情報の提供と場所を御意見としていただい

たのでありがたいかなと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 是非この協議会を使ってください。配ってくれる人と言えばみんな手を

挙げてくれます。そういう情報をみんなで共有するというか、みんなで動

かないとと思いますので、私も、愛知県なんかは、これだけ配ってくださ

いとパンフレットくれるので配りますけど、もっとフランクに出された方

がいいと思うのですよ。さきほど竹田さんがおっしゃったように。事業者

さん努力してみえることすごくたくさんあるのですけど、こういうところ
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で情報がほとんど出てこない。こういう切符作ったよという話だってほと

んど出てこないですね。そういう努力されているのに関わらず情報が展開

されないのは、やっぱり自分たちの企業の中で努力するとか、自分たちの

中でと今までお考えになっている事業者さんがすごく多い。そうでなくて、

もっと他の人たちに協力願うとかいうことはやっていただいていいのでは

ないかと私は思うのです。むしろその方が情報が交換できる。もうひとつ

はさきほど北村さんおっしゃったのですが、高齢者の皆さんはスマホを使

える人はほとんどいない。私の友達でスマホを持っている人はたった一人

です。だからスマホでやれたら高齢者は分かるかといったら無理。だから

高齢者の方はface to faceなのですよ。案内所へ行って聞く。運転手さん

に聞く。これがベースですね。それがないのにスマホでやったら全部って

それはだめなのです。スマホはスマホでひとついるのです。それは大切な

のですが、face to faceのところがひとついる。一度お話したかもしれま

せんが、昨年、安城市はコミュニティバスをガラッとルートを変えました。

運行方式も乗り換え方式に変えたのですね。拠点拠点でぐるぐるまわって。

市内はぐるっとつーバスみたいにぐるぐる回るバスを作って、あとは周辺

からは駅と病院が乗り換え拠点。そういうルートに変えましてバスの運行

本数もガラッと変わりました。それで何をやったかというと案内便を置い

たのです。２、３ヶ月間。市民の皆さんから公募してちょっと勉強してい

ただいて、主要なバス停といいますか、乗り換え拠点を含めて、案内板と

いうか、いわゆる案内する人ですね。大変好評で今年もやりましょうとい

うことになりました。要はface to faceなのです。バス停を聞いて、これ

に乗ったらどこに行ける、ここに行きたいけどどれに乗って行ったらいい

のか、それが広がりました。これ買いに行きたいけどどこかお店知らない

かとか。大切なのですね。買い物に行くのにどこか知らないかとおっしゃ

ったら、こことこことここがありますよと言って。そのface to faceと条

件がすごく良くて、今年は去年より半分ぐらいしか予算がないと言ってま

したけど、秋にやるはずです。10月11月あたりで。毎日じゃありません。

皆さんの都合を聞きますから全員がやれるわけじゃないのですけど、曜日

を決めながら時間も全部じゃないのですが、少しでもface to faceで情報

交換する。事例として私は大変いいことだったと思うのです。そういうこ

とを含めて私たちは何をやったらいいのか、情報交換というのは言葉では

簡単なのですが、どういうことをやったらいいのかということですね。今
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年の安城市の案内板の予算は60万か 70万だったと思います。時間給みた

いにしてお願いしてボランティアに近い形でやっていただいています。市

民の皆さんの中に手を挙げてくれる人が結構いて。すると声をかけやすい

し。そういうこともいるのです。特にお年寄りにとってはそういうことが

いるのではないかと思います。これがいい事例かどうか分かりませんが、

安城市に問いかけていただけるといいと思います。いろんな町でいろんな

ことを企画していろんなことでサービスをしようとしています。安城市は

たまたまぐるっと変えましたのでそういうことをやってもらった。そんな

ことを含めて、私たちもせっかくさきほどの地域の皆さんが立案して作っ

てくれたという、それもやっぱり地域の皆さんで考えたとか、お互いにや

っぱりそういうことがいる。特に安城市の場合は名鉄バスさんも入ってい

ます。ですから私はこういうところでいけば、三重交通さんの路線、コミ

ュニティバスも含めて廃止代替を含めて情報交換、情報提供がいるのかな

と思います。また何か考えましょう。よろしくお願いします。 

 

＜越川委員＞  時間とって申し訳ないのですが、いつも断片的な意見ばかりで。三重交

通さん、私、高齢者の一人でして、大学病院よく行くんです。大学病院か

ら津駅まで帰られる患者もあり、見舞い客もあるのですが、津イオンに寄

っていきたいんだけど、歩いてはとてもいけませんという老人やら交通困

難者が、寄りたいという声をときどきバスの中で聞きます。したがって、

津駅から西方面に行っているバスは全部、大学病院の前から津イオンを経

由して津駅へ入るという路線をお考えいただいたほうがみなさんに便利じ

ゃないかというのがひとつです。それから竹田さんにひとつお願いがある

のですが、ぐるっと・つーバス。これは私ずいぶん利用させてもらってま

す。市役所の前から三重会館へ行くのもこれに乗ります。11 分発ですね。

市役所の前を。市役所の前11分発で三重会館まで三重交通のバスに乗り継

ぐのに 100 円ですので、さっと乗れるんです。わざわざ図書館いきますと

11分めがけて出るんです。そういうふうに1時間に1本でも非常に便利で

すので、あれが一方通行じゃなしに右回り左回りできないでしょうか。そ

うするともっと便利になると思います。そしてぐるっとつーバスは三重会

館からなぎさまちへ行ってますね。あのなぎさまちへ行くお客さんはほと

んどありません。あのバスでは。わたしも４，５回乗りましたけど、だか

らあれをカットして直接大門病院のそばを通ったら生協病院を経由して回
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られたら 45分かからずに30分で回れませんかな。そうすれば右回り左回

りが 1 時間以内にできると。これをなさるといいように思いますのでいっ

ぺん見当してみてください。できない相談かもしれませんけどそれができ

たら便利だと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 御提案として承っておきます。他にいかがでしょうか。実績報告の中で

いろいろ御提案等々いただきまして、ありがとうございました。これから

検討しなければいけない課題が結構出てきました。すべてできるかどうか

は別ですが、やっぱりコミバスだけで話をするのはこれから話をするのは

やめてもう少し全体を含めて議論していけたらと思いますのでよろしくお

願いいたします。では御報告を受けたということで進めさせていただきま

す。では４番目の伊賀市コミュニティバスの現地視察について、に移りた

いと思います。では事務局から御説明よろしくお願いします。 

 

＜事 務 局＞ それでは事項４「伊賀市コミュニティバス現地視察について」、御説明

申し上げます。前回の協議会で御説明させていただいた伊賀市の視察につ

いて、伊賀市のご担当者さまとの調整もとり、最終案をまとめさせていた

だいたので、御報告いたします。 

それでは【資料４－１】を御覧ください。 

視察日程は、９月28日（月）に決定いたしました。 

市外視察を行うに当たり、地域公共交通の存続において、住民、交通事

業者、地方公共団体等、関係者の相互の連携はますます重要となってきて

おり、昨年度末に津市の方で策定いたしました、津市地域公共交通網形成

計画でも、住民の協力を含む、関係者の連携を重視しています。 

 そこで、今年度は、「地域住民と連携した公共交通」をテーマにあげまし

て、他の自治体の取組について、市外視察を行うのが目的です。 

視察地は前回の提案と変更なく、三重県伊賀市です。 

伊賀市の公共交通の概況を【資料４参考】に示しましたので、合わせて

御覧ください。 

伊賀市の公共交通で特徴的なのが、地域運行バスという、住民主体型で

取り組まれている、比自岐コスモス号です。比自岐コスモス号は、比自岐

コスモス号連絡協議会が、平成15年 11 月より運行を開始した住民主体型

の公共交通です。当初は、無償運行で、自治会が住民から集めた協力金に
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市からの補助金を合わせて運行していましたが、平成21年４月より、市が

道路運送法79条の許可を得て、協議会に委託する形で、１乗車200円の有

償運行を開始しました。 

 実際の視察行程の案ですが、まず、９：45に津市役所本庁舎の玄関前に

集合していただき、10：00に事務局の車で伊賀市に向けて出発する予定で

す。 

そして、11：00に伊賀市役所に到着し、１時間程度、伊賀市の担当者の

方に、伊賀の公共交通の概要や、比自岐コスモス号の運行方式について、

お話を伺いたいと思います。 

 12：00から、１時間程度、昼休憩に入ります。会議室を13：00までお

さえていただいてあるので、会議室で昼食をとることも可能です。昼食は、

各自で御持参もしくは食べに行っていただいても構いませんし、事務局で

まとめてお弁当の手配も可能です。その場合、実費で 1,000 円程度の負担

をお願いします。 

 午後からは、13：15に伊賀市役所の玄関前に集合していただき、事務局

の車で、比自岐コスモス号の「農協前」の停留所のある、ＪＡいがほくぶ

比自岐ふれあい店に向かいます。到着次第、【資料４－２】のアンケートを

配布します。アンケートは、停留所位置のわかりやすさ、乗車のしやすさ

等の10項目で、工夫点など、お気付きの点を重点的に記入していただく形

となっています。 

そして、14：15に農協前から比自岐コスモス号に乗車していただきます。

時刻表は、【資料４参考】の３ページ目にありますので、参考に御覧くださ

い。 

比自岐コスモス号は、10人乗りのワゴン車のため、参加人数によっては、

代表者のみの乗車とさせていただく可能性がありますので、あらかじめ御

了承ください。 

 14：37に丸山駅で下車後、事務局の車で比自岐地区の市民センターに向

かい、15：00から１時間程度、比自岐コスモス号連絡協議会の方に、コス

モス号の成り立ちなど、簡単なお話を伺うこととなっています。ここでは、

比自岐コスモス号連絡協議会の御意向により、事前にとりまとめた質問の

みに答えていただく形をとりますので、御注意ください。 

その後、16：00 に比自岐市民センターを出発し、17：00 に津市役所本

庁舎で解散する予定です。 
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 本日、お手元に配布させていただいた、視察の出欠確認書に、視察への

出欠、お弁当手配の有無、伊賀市の担当者、比自岐コスモス号連絡協議会

への質問を記入し、９月１日までに返信用封筒で送付してください。 

 繰り返しになりますが、比自岐コスモス号連絡協議会の方への質問に関

しては、当日質問はできませんので、御注意ください。 

以上で、事項４「伊賀市コミュニティバスの現地視察について」御説明

を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。9月28日ですね。伊賀市全体の話と比自岐の

コスモス号一緒に視察に行きましょうという御提案です。何か御質問あり

ませんでしょうか。よろしいですか。私も伊賀市のお手伝いしていますの

で、比自岐のコスモスというのはずいぶん前から運行していまして、地域

主体の運行ですね。お手元に用紙と封筒が配布されていますので、これに

記入して返信していただけたらということですね。お手元にありますか。

よろしいですか。もし御質問等なければよろしいでしょうか。質問は事務

局でまとめてくれるのですね。 

 

＜事 務 局＞ はい。ただ、繰り返しになりますが、コスモス号さんの協議会の方が当

日の質問はやめてほしいということですので、事前に向こうに送付しなけ

ればいけませんのでその点だけ御了承いただきますようによろしくお願い

いたします。 

 

＜伊豆原会長＞ 時間の制約もあるでしょうしね。それでは是非御参加いただけたらと思

います。さきほどおっしゃったように運転手さんいますから９人しか乗れ

ないのですよね。 

 

＜事 務 局＞ そのあたりにつきましては、参加者の方と状況を見計らって調整させて

いただきたいと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 調整が入ると思いますので申し訳ないですがよろしくお願いいたしま

す。それでは是非28日、１日になりますが御参加いただけたらと思います

のでよろしくお願いいたします。それでは次のその他に移りたいと思いま

す。津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び津市まち・ひと・しご
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と創生総合戦略の意見聴取についてということで事務局から御説明お願い

します。 

 

＜事 務 局＞ それでは、津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（骨子案）及び津

市まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子案）について御説明申し上げま

す。 

現在、政策財務部政策課において、地方創生に係る津市の人口ビジョン

及び総合戦略の策定を進めており、本市のまちづくりに御協力いただいて

いる団体や企業等から、地方創生に係る取組等について御意見、御提案を

いただいております。 

今回、当協議会の委員の皆様にも、御意見や御提案をいただきたく思い、

その他の事項の１つに取り上げさせていただきました。それでは、簡単に

趣旨説明をさせていただきます。資料は【資料５－１】、【資料５－２】に

なります。 

まず、人口ビジョン、総合戦略に共通した、計画策定の背景について御

説明申し上げます。 

【資料５－２】Ｐ１に記載がありますが、現在、国を挙げて地方創生に

向けた取組が推進されていますが、我が国では、1970年代後半以降合計特

殊出生率が急速に低下し、人口規模が長期的に維持される水準（「人口置換

水準」。現在は 2.07。）を下回る状態が、約 40 年間続いてきたものの、総

人口は2008 年（平成20年）まで増加を続けてきました。これは、平均寿

命が延びて死亡数の増加が抑制されたことに加え、戦後の第一次・第二次

ベビーブームによる大きな人口の塊により、出生率が下がっても出生数が

大きく低下しなかったことに起因するもので、“人口貯金”ともいわれる

状況にあったからです。 

 ところが、我が国はこの人口貯金を使い果たし、人口の減少局面に入っ

ています。この状況は、以前から予想されており、津市をはじめ、多くの

地方自治体においては、これまでも少子化や高齢化の急速な進行をまちづ

くりにおける重要課題として認識し、その解決に向けては、地域振興策や

地域活性化策という名目で、様々な取組を行ってきました。 

このような中、平成 26 年５月に民間の有識者組織である「日本創成会

議」から、30年後には人口減少で多くの地方自治体が消滅する可能性があ

るというレポートが発表され、「消滅可能性都市」とされた自治体を中心に
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大きな反響を呼び、国においては、平成26年11月21日にまち・ひと・し

ごと創生法を成立させ、そして、同年12月27日には、国の「まち・ひと・

しごと創生長期ビジョン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議

決定しました。 

少し飛ばして、下から２行目。 

地方創生に向けては、地方が自ら考え、そして責任をもって実行してい

くことが求められています。津市は、消滅可能性都市と言われるような逼

迫した状況に陥ってはいませんが、ただ漫然と受け流すことができる状況

でもありません。将来を見据え、しっかりとした戦略を持って取り組んで

いかなければなりません。 

そこで、国からの財源を有効に活用しながら、「ひと」と「しごと」の

好循環を作り、その好循環を支える「まち」の活性化に向けた具体的な施

策を掲げ、地方創生に向けた取組をより効果的に集中して進めるため、人

口の現状と将来の展望を提示する「津市版の人口ビジョン」と今後５か年

の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「地方版総合戦略」

の策定に取り組んでいるところです。 

今回は、その骨子案を皆様にお示しし、地方創生に向けたアイデア等を

いただきたいと思います。 

人口ビジョン（骨子案）は【資料５－１】、総合戦略（骨子案）は【資

料５－２】になります。 

人口ビジョンに関しては、津市の人口の現状や将来の推計など、細かな

分析が多いため、今回は説明を割愛させていただきます。お時間のよろし

いときに、御一読いただきたいと思います。 

続いて、【資料５－２】総合戦略になりますが、「第１章 策定の基本的

な考え方について」（Ｐ１～３）に記載があります。 

・策定の趣旨につきましては、冒頭に申し上げたとおりです。 

・Ｐ２、計画期間は、平成27年度から平成31年度までの５年間です。 

・位置付けとして、時系列の関係で見ますと総合戦略は、総合計画後期

基本計画と次期総合計画の計画に重なるため、現行の総合計画に位置付け

た施策のうち地方創生に係り特に集中的かつ効率的に取り組むべき施策と

地方創生に向けて次期総合計画期間中においても取り組むべきとする施策

を位置付けるものとなります。 

次にＰ４～５、「第２章 策定のポイントについて」、御説明します。 



 

- 31 - 

 

 ・人口ビジョンを踏まえ、地方創生に向けた取組を進めるため、総合戦

略において、①『県都津市が有する資源や環境を最大限に活かした真に市

民に求めれれる施策の展開』、②『「攻める戦略」と「守る戦略」の複眼思

考』、③『国の「まち・ひと・しごと創生」政策５原則の重視』という３つ

のポイントを掲げています。 

Ｐ６～10には、「第３章 目標別戦略について」 

 ・基本目標は、国の総合戦略に掲げられる、①雇用の創出、②新しい人

の流れの創出、③結婚・出産・子育て、④時代にあった地域づくりを踏ま

え、津市の総合戦略の目標は、「（１）．出会い・結婚・出産・子育てしやす

い環境づくり」、「（２）．産業振興、企業誘致等による安定した雇用の創出・

拡大」、「（３）．定住・還流・移住などによる新たな人の流れの創出」、「（４）．

人と人が繋がった暮らしやすい地域づくり」としています。 

その中でも、公共交通に関しては、Ｐ８、「３．定住・還流・移住など

による、新たなひとの流れの創出」の（１）定住の促進の中に「公共交通

の充実」が、項目に挙げられています。これは、骨子案のため、項目のみ

挙げた形となっていますが、これから案を作っていくにあたって、これを

膨らませていくこととなります。その際には、協議会の皆様にも、御報告

させていただきながら、進めていきたいと思います。 

最後に、Ｐ11、「４章 より実行性のある戦略とするために」、戦略を推

進するための仕組みや、県や国との連携について、記載があります。 

 今回の協議会では、時間の都合上、割愛させて御説明をさせていただき

ましたので、お時間のよろしい時に、御一読いただけたらと思います。人

口ビジョン及び総合戦略への御意見等ありましたら、お手元に配布させて

いただいた、意見書に御記入いただき、９月１日（火）までに、返信用封

筒で、事務局まで送付してください。 

 いただいた御意見は、当協議会として、擦り合わせて文言を調整するも

のではなく、任意の一般の御意見として、そのままの形で、担当部局へ提

出させていただきます。 

以上で、説明を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ 今津市まち・ひと・しごと創生総合戦略について御説明いただきました

が、何か御質問はございませんか。 
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＜森田委員＞  一番最後の 11 ページの検証体制のということで、産官学は分かります

が、金労言とはどういう意味ですか。 

 

＜津市政策課＞ 津市政策財務部政策課です。よろしくお願いいたします。金というのは

金融機関、労というのは労働機関、言はメディアです。マスメディア、い

わゆる報道機関でございます。 

 

＜伊豆原会長＞ そういうこと書いていただいてもいいと思います。分からない。本当は

みんな言葉を短縮した言葉にするから分からないと書いていただいてもい

いと思います。 

 

＜竹田委員＞  扱いは一個人ということですね。したがって、意見としては公共交通に

関わらない部分の意見を含めていいと。 

 

＜事 務 局＞ 含めていいです。特にそこに突出していただいてということではなくて

全般的な形のなかで。 

 

＜竹田委員＞  それぞれ市民からの意見については広報やホームページを通じてこう

いう意見があったということは公表されるんですか。どんな扱いになるの

ですか。 

 

＜津市政策課＞ いただいた意見は集約させていただきまして、パブリックコメント等も

ございますので、皆さんから出していただいた意見を含めたものを集約さ

せていただきまして、またパブリックコメント等を行いますので、その際

には公表をさせていただきたいと思います。 

 

＜竹田委員＞  ただ市民から意見を聞きましたよというだけで、市民にどういう意見が

出てきたのかという点は、できれば市民に分かるようにしていただければ

なるほどこういう意見もあったのかということがわかるかと思います。こ

ういう意見を求められて出しても梨の礫というのがほとんどでしょう。自

分の意見がどういうふうに活かされたのか、あるいは、どういう意見が出

て、こういう成案ができたのかということを理解するうえでも、できたら

その点は情報公開していただければと思います。 
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＜伊豆原会長＞ よろしいですか。今のお話はすごく大切で、骨子案についての意見なの

か、骨子の中身についての意見なのかというあたりがわかりにくいですね。

この骨子の項目について意見を求めているのか、骨子のやり方がどうだと

いう意見を求めているのか。ここに具体的に第一章のところ基本的な考え

方は非常に細かく丁寧に書いてあって、後ろの方へ行くと箇条書きですね。

そうすると、箇条書きの部分を含めてこの中身は説明されていないわけで

すから分からないよという質問なのか、ここはどこまで書くかということ

を説明しないといけませんね。 

 

＜津市政策課＞ さきほど事務局の方から御説明させていただいたのですが、今回は項目

をあげてあるだけです。実際に何をするかというのはそこを膨らましてい

くことになります。膨らませるためのアイデア、どういう施策があるか、

こういったことをすればいいのではないかというようなアイデアをいただ

きたいということです。まだ漠然と方向性といいますか、公共交通の樹立

という項目だけなので、実際どういったことが必要なのかというアイデア

をいただきたいということです。 

 

＜伊豆原会長＞ アイデアがほしいのですね。そうすると御意見ではないですよね。こう

いうところをちゃんと説明しておかないと、これについて意見を求める話

だと、これについてどうだという話になってしまいますね。ですからちゃ

んと相手に伝わるように書いておかないと、人口ビジョンへの意見、総合

戦略への御意見となると、人口ビジョンがいいのか悪いのかという話にな

りかねない。 

 

＜津市政策課＞ アイデアをいただきたいと思います。 

 

＜森田委員＞  実はその本があるんですよ。今年の３月に。昨日図書館で見ていたので

すが、具体的に三重県の鈴鹿市は障がい者用にロボットスーツを装着訓練

事業というのをやっている。ぱっと見えるような分かるような事業を展開

しなくちゃいけないのではないかなと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ ここの項目の中を膨らませるそういうアイデアをくださいよというこ
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とですね。 

 

＜津市政策課＞ 目的としてはいかに人口減少に歯止めをかけるかということが主の目

的ですね。総合計画とはちょっと違いまして今回はそこに特化した戦略で

すので、そこに向けたアイデアを何かいただければと思っております。 

 

＜伊豆原会長＞ よろしいですか。そういうことだそうです。 

 

＜竹田委員＞  たとえば、これはこれだけの話ですけど余分に書いてもいいんでしょ。

別紙で。 

 

＜事 務 局＞ さきほど申し上げたように交通に特化しなくていいので。いろんな意味

で結構ありますので案があれば書いていただければと思います。 

 

＜竹田委員＞  批判の部分もいいですか。たとえばこんなことこの場で言っていいのか

分かりませんが、競艇事業の中に博打を奨励するようなのがありましたね。

そんなのも意見でそれはいかがなものかという意見も含めて。 

 

＜津市政策課＞ そこに競艇事業で載せているのはまず交流人口。 

 

＜竹田委員＞  交流人口に競艇場って。競艇場の活性化って確か出てたけど、たとえば

の話ね。いやもっと違うところのってそういう意見もいいわけですね。 

 

＜津市政策課＞ 他の団体さんからよく言われるのは今の若者は出会いの場がないとい

うことで、競艇自体が出会いの場を作っていかないといけないのではない

かということもよく聞いております。普段の生活の中で見えている周りに

もし結婚していない人がおられるのならそういった方が一歩踏み出して結

婚に踏み切れるようなアイデアがありましたらお伺いしたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

 

＜伊豆原会長＞ 是非知恵を絞っていただいて御提言いただけたらと思いますのでよろ

しくお願いいたします。今日用意された事項はここまでですが、この際、

発言しておきたいなということがございましたらどうぞ。 
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＜福田委員＞  三重県交通政策課の福田と申します。今日事務局の方からこのパンフレ

ットを皆様にお配りいただいています。地域のいろいろな方々で公共交通

を維持していくためにどうしていくかという御意見をいただいているので

すが、全般に公共交通、バスも鉄道もどちらかというと利用者が減少傾向

なんですけど、でもやはり公共交通はなくてはならないものなので、残し

ていくためになんとか利用していただきたいというふうに考えておりまし

て、そのなかで今回路線バスを考えるワークショップをやってみようとい

うことで、路線バスの方について乗ったことがないとか分からないとか乗

ろうと思ったこともないとか、自分の地域にどんな路線が走ってるかも分

からないというお話も聞くのですが使ったことのない方も含めて、そうい

う方々がどういうきっかけがあったら使おうと思っていただけるかとか、

そういうようなことを少人数で意見を出し合うようなワークショップを津

と松阪でする予定です。津会場は９月９日にアスト津のミーティングルー

ムで、松阪は８月25日に松阪市民活動センターというところで、時間は仕

事をしている方も参加いただきたいということで、夜７時からなんですけ

ど、津会場、松阪会場でそういうワークショップをする予定をしておりま

す。今、募集中で、ある程度お申し込みいただいておりますが、こういう

ことを考えておりますので是非御検討いただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。是非、津は９月９日。７時から９時まで。よろ

しく御検討ください。25人程度ということですから、これあまりたくさん

になってしまうと大変だけど適当なところまでは大丈夫なのでよろしくお

願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ 三重のエコ通勤割引のことで。津市自主運行バス「三行線、津新町大里

線、安濃線、多気線、亀山椋本線及び名張奥津線」の参画について御報告

申し上げます。 

先日、書面にて開催させていただきました「みえエコ通勤割引」への津

市自主運行バス「三行線、津新町大里線、安濃線、多気線、亀山椋本線及

び名張奥津線」の参画についてですが、まず「みえエコ通勤割引」の主催

は三重県環境生活部地球温暖化対策課と公益社団法人三重県バス協会など
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からによる「みえエコ通勤デー運営事務局」となっております。 

目的はエコ通勤を推奨する日を「みえエコ通勤デー」と設定し、自動車

やバイクによる通勤から、二酸化炭素の排出が少ない交通手段であるバス

等の公共交通機関による通勤への転換を促すことで、通勤時の二酸化炭素

排出を削減し、県民、事業者、市町等とともに低炭素社会の実現を目指し

ます。 

取組みの方法としては、「みえエコ通勤デー運営事務局」から予め「み

えエコ通勤パス」の発行を受けた対象者は、乗車したバスの運賃支払い時

に「みえエコ通勤パス」を提示し、提示を受けたバス事業者はバス運賃を

半額に割り引くものとしています。 

対象路線が三重交通株式会社、三岐鉄道株式会社、八風バス株式会社、

三重急行自動車株式会社及び三交伊勢志摩交通株式会社が三重県内で運営

する一般乗合バス路線としています。高速バス、コミュニティバス等は除

くものとしています。その中で、津市自主運行バス「三行線、津新町大里

線、安濃線、多気線、亀山椋本線及び名張奥津線」の参画させていただく

ために、諮らせていただきました。 

津市自主運行バス「三行線、津新町大里線、安濃線、多気線、亀山椋本

線及び名張奥津線」が参画する理由としては、既に三重交通のバスカード

システムであるとか定期券制度など多くの制度を共用していることからで、

今回の割引についても、車両の見分けができなく、同様の区間を三重交通

路線で乗車いただく場合と津市自主運行バスの路線で乗車いただく場合と

で割引対象が受けられない事態を防ぐことが大きな理由となっています。 

今回の「みえエコ通勤割引」への賛同に係る書面議決の結果は、承認15

人、修正０、回答区分漏れ、会長一任等その他３人であり、規約第８条第

３項に基づき、４分の３以上の承認を得ましたため、合意の承認となりま

した。 

この合意を証明する書類を、運行事業者である三重交通を通し、国土交

通省中部運輸局長へ提出を行いましたので報告させていただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。書面決議でお願いした分について補足説明いた

だきました。こういったことで、すぐに会議を開くわけにはいきませんの

で、事務局から相談を受けたときには私の方で書面決議をさせていただく

ということでお願いいたしました。御協力ありがとうございました。何か
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御質問等ございますか。よろしいでしょうか。それではここまでにしたい

と思います。あとは事務局にお返しします。 

 

＜事 務 局＞ 本日はどうもありがとうございました。お部屋の方も狭くて御迷惑をお

かけしました。これをもちまして平成27年度第２回津市地域公共交通活性

化協議会を終了させていただきます。ありがとうございました。 


